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(1) 研究の概要

n次元Hadamard多様体 (X, g)に対し，X の理想境界とよばれる (n−1)次元コンパクト多様体
∂X が定まる．このとき，X ∪ ∂X 上で Dirichlet問題を考えることができ，この基本解（Poisson

核）を用いて X から ∂X 上の正値確率測度全体のなす空間 P(∂X)への写像 ϕ : X → P(∂X)が
定義できる．これを Poisson核写像とよぶことにする．
正値確率測度全体のなす空間には Fisher 情報計量とよばれる Riemann 計量 G が定まる．伊
藤-宍戸は，(X, g)が階数 1非コンパクト型対称空間のとき，ϕ : (X, g) → (P(∂X), G) が相似的
埋め込みになることを示した．この結果は Poisson核 P (x, θ)が幾何学的に定義される Busemann

関数 B(x, θ)を用いて

P (x, θ) = exp (−cB(x, θ)) , (x ∈ X, θ ∈ ∂X)

と表されることによる（cはある定数）．本年度の研究では，以下のことを明らかにした；

(1) Damek-Ricci 空間とよばれる等質 Hadamard 多様体の Busemann 関数を計算し，
exp (−cB(x, θ)) が Poisson 核になることを示した．このことから，Damek-Ricci 空間上
の Poisson核写像も相似的であるがわかる．

(2) 写像 φ : (X, g) → (P(∂X), G)が調和写像であるための必要十分条件を明らかにした．
(3) ϕが相似的で Poisson核が P (x, θ) = exp (−cB(x, θ))と書けるならば，ϕは調和写像であ
る．つまり，ϕは極小埋め込みである（したがって，Damek-Ricci空間上の Poisson核写像
は極小的である）．

(4) 逆に，ϕが相似的かつ極小的埋め込みならば，Poisson核は P (x, θ) = exp (−cB(x, θ))と
書ける．このことから，(X, g)は漸近的調和空間かつ可視公理を満たすことがわかる．
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(4) 海外渡航 なし

(5) 教育活動

• 微積分 I演習（理工学群 化学類，1学期）
• 線形代数 I演習（理工学群 物理学類，1学期）
• 微積分 II演習（理工学群 化学類，2学期）
• 線形代数 II演習（理工学群 物理学類，2学期）

(6) その他の活動

• 数学系計算機委員，ホームページ委員（数学系 webサーバーの管理）．
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